




























A Case Study of the Recovered Classroom from Disorder
―An Interpretation based on M.Bubers “Ontology of Human Relation” ―











































のは、 2年生の 2つの学級だった。この 2つの学級を、
筆者はかなり自由に出入りすることを許された。その






（仮に「 3年 1 組」と表記）である。2011年度には、ク
ラス替えがあったため、 2 年 1 組のメンバーと、 3 年
1 組のそれとは、若干異なっている。また、 3 年生の
2つの学級の担任も、新しくなった。









録と、A先生へのインタヴューをもとに、 2 年 1 組の
状態を要約し、 3 年 1 組の成長のプロセスを、やや詳
しく叙述したい。
⑵　 2年 1組の状態







ランティアに入った日のなかで、 2 年 1 組でけんかが
起こらなかった日は、一日もなかったほどである。
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